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中
国
は
、
９
月

～

日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
江
東
区
）
で
開
か
れ
る
観
光
総
合
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
２
０
１
５
」
に
出
展
す
る
。
中
国
か
ら
は
、

の
省
、
市
、
自
治
区
か
ら
総
勢

人
を

超
え
る
旅
行
関
係
者
が
来
日
。
中
国
各
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
情
報
を
紹
介
す
る
。
中
国
の
出
展
ブ
ー
ス
の
規
模
は

昨
年
の
２
倍
。
中
国
の
無
形
文
化
遺
産
で
あ
る
書
道
、
篆
刻
の
著
名
な
先
生
に
よ
る
実
演
、
一
流
の
茶
芸
師
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
を
着
て
踊
る
華
や
か
な
民
族
舞
踊
な
ど
を
連
日
披
露
す
る
。
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

な
ど
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
も
行
う
。
中
国
の
観
光
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
出
展
す
る
９
省
・
市
・
自
治
区
の
魅
力
を
紹
介
す

る
。

　
中
日
観
光
交
流
が
１
千
万
人
の
新
し
い
時

代
を
迎
え
る
今
日
、
私
た
ち
中
国
国
家
観
光

局
は
こ
の
度
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ

パ
ン
２
０
１
５
の
開
催
に
あ
た
り
、
昨
年
の

倍
の
広
さ
と
な
っ
た
ブ
ー
ス
で
国
内

の
省

や
自
治
区
、
市
か
ら
約

人
以
上
の
代
表
団

を
編
成
し
、
出
展
し
ま
す
。
こ
れ
は
こ
こ
３

年
来
最
大
の
規
模
と
な
り
ま
す
。

　
中
国
は

の
世
界
遺
産
を
始
め
、
５
千
年

の
歴
史
の
中
で
多
民
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

が
混
在
し
、
そ
の
奥
に
は
観
光
開
発
の
絶
大

な
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
伝
統
的
な
歴
史
文
化
の
み
な
ら
ず
注
目
さ

れ
る
の
は
、
北
京
を
中
心
に
現
在
、
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
観
光
交
流
が
活
発
化
し
て
き
て
い

る
こ
と
で
す
。
ま
ず
、
２
０
２
２
年
に
張
家

口
と
共
に
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
北
京
は
五
輪
史
上

初
の
夏
冬
開
催
都
市
と
な
り
ま
す
。そ
し
て
、

２
０
１
９
年
に
は
世
界
園
芸
博
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
開
催
の
規
模
や
期
間
に
よ
り
４
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
ま
す
が
、
北
京
世
界
園
芸
博
は

最
上
位
の
Ａ
１
ク
ラ
ス
に
位
置
付
け
ら
れ
る

大
規
模
な
も
の
で
す
。
ま
た
同
じ
２
０
１
９

年
に
は
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
北
京
を
中
心

に
８
都
市
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
今
年
は
北
京
に
お
い
て
故
宮
博
物
院

が
公
開

周
年
を
迎
え
、
新
た
に
参
観
区
域

を
開
放
し
、
貴
重
な
文
化
財
を
特
別
公
開
し

て
お
り
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
か
ら
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
観
光

年
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
に
世
界
中
か
ら
熱

視
線
が
注
が
れ
る
中
国
の
最
新
観
光
情
報
を

提
供
し
、
皆
さ
ま
に
中
国
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
中

国
ブ
ー
ス
へ
の
多
く
の
方
々
の
お
越
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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「
２
０
１
９
年
北
京
世
界

園
芸
博
覧
会
」
が
、

年
４

月

日
か
ら

月
７
日
ま

で
、
北
京
市
延
慶
県
で
開
か

れ
る
。

　
万
里
の
長
城
・
八
達
嶺
の

近
く
に
９
６
０
㌶
の
広
さ
の

会
場
を
確
保
し
、
実
施
す
る

計
画
。
テ
ー
マ
に
「
グ
リ
ー

ン
生
活
、
新
し
い
故
郷
」
を

掲
げ
、
「
園
芸
を
自
然
に
融

合
さ
せ
、
自
然
の
心
を
感
動

さ
せ
る
」
を
理
念
と
す
る
。

　
世
界
園
芸
博
は
、
開
催
の

規
模
や
期
間
に
よ
り
、Ａ
１
、

Ａ
２
、
Ｂ
１
、
Ｂ
２
の
４
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
、
北
京
世
界

園
芸
博
は
最
上
位
の
Ａ
１
ク

ラ
ス
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　
１
９
９
９
年
に
雲
南
省
昆

明
市
で
開
か
れ
た
世
界
園
芸

博
覧
会
に
次
ぐ
Ａ
１
ク
ラ
ス

で
の
開
催
。
昆
明
の
博
覧
会

に
は
、
約
６
カ
月
間
の
会
期

中
に
９
５
０
万
人
が
来
場
し

た
。

　
国
際
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
（
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
）
の
２
０

１
９
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催

地
が
中
国
に
決
定
し
た
。

　
会
場
は
、
北
京
市
、
南
京

市
、
蘇
州
市
、
武
漢
市
な
ど

を
予
定
。
北
京
市
で
は
、
夏

季
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
会

場
と
な
っ
た
収
容
人
数
１
万

８
千
人
の
屋
内
競
技
場
、
五

棵
松
体
育
館
（
万
事
達
セ
ン

タ
ー
）
で
行
わ
れ
る
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
誘
致
に
向

け
て
は
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
（
北
米
の

男
子
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
）
で
活
躍
し
た
中

国
人
選
手
の
ヤ
オ
・
ミ
ン
氏

が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
と
し
て
誘

致
活
動
を
行
っ
た
。

　
歴
代
の
皇
帝
が
居
城
し
た

紫
禁
城
（
故
宮
）
の
中
に
あ

る
故
宮
博
物
院
は
、
今
年
で

公
開
か
ら

周
年
を
迎
え
て

い
る
。

　
中
国
政
府
が
「
貴
重
な
文

化
財
」
と
し
て
指
定
し
て
い

る
文
化
財
は
４
０
１
万
点
。

そ
の
う
ち
１
６
８
万
点
は
故

宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。

　

周
年
に
際
し
て
特
別
展

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、


種
類
の
新
し
い
展
示
品
を
追

加
し
、
「
后
妃
エ
リ
ア
」
な

ど
も
初
公
開
さ
れ
た
。

　
同
院
で
は
今
年
、
新
た
に

展
示
施
設
５
カ
所
を
一
般
に

公
開
。
公
開
エ
リ
ア
は
従
来

の

％
か
ら

％
に
拡
大
し

た
。
午
門
、
武
英
殿
、
文
華

殿
に
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
元
、
明
、
清
朝
時
代
の

陶
磁
器
、
書
画
な
ど
を
公
開

し
て
い
る
。

　
２
０
２
２
年
の
冬
季
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
五
輪
）
の
開
催

地
が
、
北
京
市
と
河
北
省
張

家
口
市
に
決
定
し
た
。

年

の
北
京
夏
季
五
輪
の
成
功
に

続
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

を
契
機
と
し
た
世
界
の
注
目

が
中
国
に
集
ま
る
。
話
題
を

集
め
る
イ
ベ
ン
ト
は
五
輪
だ

け
で
は
な
い
。
今
年
が
故
宮

博
物
院
の

周
年
で
あ
る
ほ

か
、

年
に
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

と
、
北
京
世
界
園
芸
博
覧
会

が
中
国
で
開
催
さ
れ
る
。
日

本
を
は
じ
め
世
界
の
観
光
関

係
者
が
注
目
す
る
イ
ベ
ン
ト

が
目
白
押
し
だ
。

　
史
上
初
の
夏
・
冬
五
輪
開

催
都
市
と
な
る
北
京
。
開
催

が
決
定
し
た
冬
季
五
輪
で

は
、
「
鳥
の
巣
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
る
北
京
国
家
体
育

場
が
開
・
閉
会
式
の
会
場
と

な
る
。

　
北
京
市
内
で
は
、
独
特
な

外
観
で
「
水
立
方
」
と
呼
ば

れ
る
北
京
国
家
水
泳
セ
ン
タ

ー
が
カ
ー
リ
ン
グ
の
試
合
会

場
に
、
五
棵
松
体
育
館
は
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
会
場
に
な

る
。

　
氷
上
競
技
は
北
京
市
中
心

部
の
競
技
場
で
行
わ
れ
る

が
、
雪
上
競
技
は
北
京
市
延

慶
県
と
河
北
省
張
家
口
で
実

施
さ
れ
る
。
ボ
ブ
ス
レ
ー
、

リ
ー
ジ
ュ
な
ど
の
そ
り
競
技

は
延
慶
県
で
行
う
。

　
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
、
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
な
ど

の
ス
キ
ー
競
技
は
、
北
京
の

北
西
、
約
１
６
０
㌔
に
位
置

し
て
い
る
張
家
口
で
開
催
さ

れ
る
。

　
予
定
会
場
の
一
つ
、
張
家

口
崇
礼
県
の
万
龍
ス
キ
ー
場

は
、
中
国
内
初
の
オ
ー
プ
ン

式
４
Ａ
ク
ラ
ス
ス
キ
ー
場
で

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競
技
が
行
わ

れ
る
。

　
黄
海
と
渤
海
に
囲
ま
れ
る

山
東
省
は
、
昔
か
ら
避
暑
・

避
寒
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て

お
り
、
海
と
山
々
の
織
り
な

す
景
色
が
美
し
い
自
然
豊
か

な
地
域
。
ま
た
、
思
想
家
の

孔
子
、
孟
子
、
「
孫
子
の
兵

法
」
の
孫
子
、
書
聖
の
王
羲

之
、
蜀
の
軍
師
、
諸
葛
亮
孔

明
の
古
里
で
も
あ
る
。
国
際

的
な
祭
り
と
し
て
、
毎
年
８

月
に
行
わ
れ
る
青
島
国
際
ビ

ー
ル
祭
、
９
月
に
は
国
際
孔

子
祭
り
や
泰
山
国
際
登
頂
祭

な
ど
が
開
催
さ
れ
、
国
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
る
。

　
見
所
＝
泰
山
、
曲
阜
の
孔

廟
、
青
島
市
、
桟
橋
、
煙
台

市
。

　
北
京
か
ら
高
速
鉄
道
を
使

っ
て

分
、
天
津
市
は
太
平

洋
の
西
岸
、
渤
海
湾
に
臨
む

重
要
な
国
際
貿
易
都
市
。
清

代
の
街
並
み
を
再
現
し
た
古

文
化
街
や
旧
租
界
西
洋
建
築

群
な
ど
、レ
ト
ロ
と
モ
ダ
ン
、

中
国
と
西
洋
が
交
錯
す
る
独

特
な
街
並
み
を
楽
し
め
る
。

２
０
１
３
年
６
月
に
地
下
鉄

が
全
線
開
通
し
、
市
内
の
移

動
が
さ
ら
に
便
利
に
な
っ

た
。
市
内
中
心
を
流
れ
る
河

を
運
航
す
る
遊
覧
船
は
夜
が

お
薦
め
。
河
の
両
端
に
広
が

る
ま
ば
ゆ
い
夜
景
を
鑑
賞
で

き
る
。

　
見
所
＝
黄
崖
関
長
城
、
古

文
化
街
、
石
家
大
院
、
津
湾

広
場
。

　
貴
州
省
は
、中
国
の
西
南
、

雲
貴
高
原
の
東
北
部
に
位
置

し
、
少
数
民
族
が
全
省
人
口

の
４
分
の
１
を
占
め
、
中
国

最
後
の
秘
境
と
呼
ば
れ
る
。

伝
統
的
な
文
化
を
継
承
す
る

彼
ら
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
素
朴

で
温
か
み
が
あ
り
、
来
客
が

あ
る
時
に
は
茅
台
酒
な
ど
の

酒
や
歌
、
踊
り
で
盛
大
に
も

て
な
す
。
溶
岩
地
形
が
発
達

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た

山
、
川
、
滝
、
鍾
乳
洞
か
ら

織
り
成
さ
れ
る
カ
ル
ス
ト
地

形
や
丹
霞
、
黄
果
樹
滝
な
ど

の
雄
大
な
自
然
景
観
が
、
少

数
民
族
風
情
と
共
に
貴
州
省

の
魅
力
。
道
路
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
も
整
備
が
進
み
、
行
き

や
す
く
な
っ
た
。

　
見
所
＝
荔
波
、
南
方
カ
ル

ス
ト
、赤
水
、黄
果
樹
瀑
布
。

　
青
藏
高
原
の
東
北
部
に
位

置
し
、
古
く
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

の
南
ル
ー
ト
と
し
て
発
展
し

て
き
た
。青
海
省
に
は
漢
族
、

チ
ベ
ッ
ト
族
、
回
族
な
ど
の

多
民
族
が
多
く
生
活
を
し
、

彼
ら
の
民
族
風
情
や
中
国
最

大
の
塩
湖
で
あ
る
青
海
湖
な

ど
壮
大
な
自
然
景
観
を
味
わ

え
る
。
２
０
０
６
年
に
は
チ

ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
へ
と
続
く
天

空
列
車
、
青
藏
鉄
道
が
開
設

さ
れ
、
始
発
点
で
あ
る
ゴ
ル

ム
ド
駅
に
は
国
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
や
巡
礼
者
が
集

ま
る
。

　
見
所
＝
タ
ー
ル
寺
、
青
海

湖
・
鳥
島
、
門
源
の
菜
の
花

畑
。

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
奥

地
、
中
国
最
大
の
面
積
を
持

つ
省
級
自
治
区
で
、
歌
舞
の

里
、果
物
の
里
、宝
石
の
里
、

じ
ゅ
う
た
ん
の
里
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
名
で
呼
ば
れ
る
。


の
民
族
が
住
み
、
ウ
イ
グ
ル

族
の
人
口
は
全
体
の
半
分
を

占
め
る
。
古
代
シ
ル
ク
ロ
ー

ト
の
要
衝
と
し
て
、
東
西
文

化
の
遺
産
が
多
く
あ
る
。
氷

河
、
雪
山
、
川
、
草
原
、
オ

ア
シ
ス
、
蜃
気
楼
現
象
、
風

食
地
形
奇
観
な
ど
の
壮
観
な

自
然
風
景
が
見
ら
れ
る
。

　
見
所
＝
天
山
天
池
、
ト
ル

フ
ァ
ン
の
火
焔
山
、
高
昌
故

城
、
ベ
ゼ
ク
リ
ク
千
仏
洞
、

カ
シ
ュ
ガ
ル
の
エ
デ
ィ
ガ
ー

ル
清
真
寺
。

　
広
東
省
は
、
南
中
国
海
に

臨
み
、
香
港
と
マ
カ
オ
両
特

別
行
政
区
と
接
す
る
。
い
ち

早
く
行
革
開
放
を
実
施
し
た

経
済
区
で
珠
江
デ
ル
タ
の
江

州
、
珠
江
、
ス
ワ
ト
ウ
な
ど

が
主
要
経
済
都
市
だ
。
「
食

は
広
州
に
あ
り
」
と
称
さ
れ

る
広
東
料
理
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
食
材
と
調
理
方
法
が
結

集
。
豚
の
丸
焼
き
や
飲
茶
・

点
心
が
特
に
有
名
だ
。
広
東

料
理
は
数
あ
る
中
華
料
理
の

中
で
も
、
特
に
日
本
人
好
み

の
味
付
け
と
さ
れ
て
い
る
。

温
暖
な
亜
熱
帯
気
候
で
、
年

平
均
気
温
が

度
と
四
季
を

通
じ
て
観
光
し
や
す
い
。

　
見
所
＝
開
平
の
望
楼
と
村

落
、
広
東
丹
霞
山
、
中
山
記

念
堂
。

　
曲
が
り
く
ね
っ
て
走
る
海

岸
線
は
２
１
０
０
㌔
㍍
。
一

部
は
朝
鮮
半
島
と
国
境
を
接

し
て
い
る
。
満
州
族
の
清
王

朝
が
都
「
盛
京
」
を
建
て
た

所
で
、
瀋
陽
故
宮
な
ど
多
く

の
文
化
財
が
残
る
。
貿
易
港

で
あ
る
大
連
の
市
街
区
の
建

築
物
は
ロ
シ
ア
様
式
な
ど
多

様
で
見
応
え
が
あ
る
。
海
浜

観
光
都
市
、
避
暑
地
と
し
て

も
名
高
い
。
北
方
餃
子
や
焼

売
な
ど
の
粉
食
料
理
が
お
い

し
い
。

　
見
所
＝
瀋
陽
故
宮
、
盛
京

三
陵
、
明
・
清
王
朝
の
皇
帝

陵
墓
群
、
２
０
３
高
地
（
旅

順
・
大
連
）
。

　
中
国
最
北
端
の
省
で
、
ロ

シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
。
省

内
を
流
れ
る
最
大
の
川
の
名

称
「
黒
竜
江
」
が
そ
の
ま
ま

省
の
名
に
な
っ
た
。
縦
横
に

流
れ
る
松
花
江
、
大
・
小
興

安
嶺
と
起
伏
す
る
丘
陵
、
果

て
し
な
い
平
原
と
草
原
、
山

々
を
覆
う
森
林
、
火
山
地
形

な
ど
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
、
夏
は
避
暑
地
と
し
て
も

訪
れ
る
人
が
多
い
。
冬
は
世

界
三
大
祭
の
一
つ
、
豊
富
な

雪
と
氷
を
利
用
し
た
国
際
氷

雪
祭
り
が
毎
年
開
催
さ
れ

る
。

　
見
所
＝
聖
ソ
フ
ィ
ア
大
聖

堂
、
中
央
大
街
、
太
陽
島
、

松
花
江
、牡
丹
江
、鏡
泊
湖
。

　
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区

は
、
全
体
の
面
積
の
半
分
を

石
灰
石
が
占
め
、
独
特
の
カ

ル
ス
ト
地
形
が
広
く
形
成
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、
桂
林
の

山
水
の
美
し
さ
は
世
界
的
に

有
名
だ
。
区
都
の
南
寧
市
に

は
、
チ
ワ
ン
族
、
漢
民
族
、

ミ
ャ
オ
族
、
ヤ
オ
族
な
ど


の
民
族
が
生
活
す
る
。
中
で

も
チ
ワ
ン
族
は
人
口
の

％

を
占
め
、
中
国
で
も
最
も
チ

ワ
ン
族
の
文
化
的
特
色
を
色

濃
く
持
つ
都
市
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
同
市
は
緑
地
が
多

く
、
「
緑
の
都
市
」
と
呼
ば

れ
る
。

　
見
所
＝
青
秀
山
風
景
名
勝

区
、
揚
美
古
鎮
、
大
明
山
、

金
倫
洞
。


